
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀州有田商工会議所 
The KishuArida Chamber of Commerce and Industry 

報道機関 各位 
令和５年 ４月 ２０日 

紀州有田商工会議所 

サッカー練習の自主練習といえば「壁当て練習」が思い浮かびますが、最近は公園などでのボール遊び禁止

やご近所間とのトラブル発生への考慮の影響で「壁当て練習」出来る場所が減ってきています。 

今回、和歌山県有田市の鍼灸あん摩マッサージ指圧師が、自身のサッカー用品ブランド“FANINE”において

壁当てをするための練習道具『リバウンドボード』の先行販売を４月２６日㈬から開始することとなりました。 

【発行元】  

紀州有田商工会議所（担当：児嶋） 

住所：和歌山県有田市箕島３３-１ 

TEL：０７３７-８３-４７７７ 

Mail：kacci@gold.ocn.ne.jp 

【自己紹介】 
和歌山県有田市箕島で鍼灸あん摩マッサージ指圧師をしている栗山 育也です。 
小学生の息子が習い始めたサッカーですが、初めはそれほど興味がありませんで
した。息子の練習や試合を見ていく中で、どんどんと魅力に惹かれていき、気が付
くと自作でサッカー練習用具を作るほどにまで熱が入っていました。 
自作のサッカー練習用具を SNS で紹介すると、購入したいという声を多数いただ
き販売を開始、現在でも全国各地のサッカーチームやクラブ、教室から注文を頂い
ています。 

【本件に関する問い合わせ】         

〒649-0304 和歌山県有田市箕島 564-７ 

担当： 栗山 育也 (クリヤマ イクヤ) 

TEL：0９０-５６７９-０１９８  

Instagram：＠fa.ｎine_9 

【解決のために…】 

１人でも多くのサッカー好きに、ボールを蹴る環境・機会を提供したいという思いから、この「壁当
て練習する場所問題」解決のため、ボールを当てて返ってくるリバウンドボードを作成しました。 
しかし、耐久性や重さの観点から、満足できるものではなかったため、知り合いを通じて製造加
工の業者に外注依頼することで、理想のリバウンドボードが完成しました。 

【サッカー練習の現状・課題】 
サッカー練習具の販売を通じて「壁当て練習する場所がなくて困っている」という話をよく聴
くようになりました。調べてみると確かに近年、公園でのボール遊び禁止やご近所トラブルへ
の考慮などで、壁当てする場所が減っているのです。兄弟や保護者との練習も家族構成や時
間の問題などがあり、なかなか出来ないという現状がありました。 
 
 

【商品情報】 

リバウンドボード 

 

リバウンドボードは重厚感にこだわっており、返ってくるボールのスピー
ドや、ボード自体に安定感があります。重さは約１３キロと少し重いです
が、小学生であれば 1 人でも持ち運び可能です。組立、片付けも簡単な
ので、いつでも・どこでも壁当て練習が可能になります。 
リバウンドボードを逆さにして設置することで、浮いたボールが返って来
るので、浮き球トラップの練習も可能です。 
 
 
 
 

 

販売の詳細案内は Instagramにて発信しています。 
使用例は YouTube https://www.youtube.com/@FANINE-xk1ly  

自作したリバウンドボード 

ドリブル練習をする際に、コーンを上下
に繋げることで目線を上げたドリブルを

するために開発した「コーンジョイント」 

 
 

サイズ １００ｃｍ×40cm 

重 さ  １３ｋｇ 

限定数先行販売価格 16,000円（税込・送料込） ９個限定 

通常販売価格      1８,０00円（税別・送料別） 

エ フ エ ー ナ イ ン 

メーカー卸価格     ２０,０00円（税別・送料別） 

https://www.youtube.com/@FANINE-xk1ly

